
（公財）コープともしびボランティア振興財団

阪神・淡路大震災を機に一気に広がったボランティア活動が地域に根付くことを願い
兵庫県内の様々なボランティア活動を支援する財団法人として
1996年2月にコープこうべによって設立され、2012年に公益財団法人に移行しました。
「助け合い・支え合う社会をつくりたい」と願う人たちの思いを賛助会費や寄付、
募金というかたちで集め、兵庫県内のボランティア活動への資金助成をしています。

「公益財団法人コープともしびボランティア振興財団」について

助成団体一覧

●（特非）播磨オレンジパートナー
●（特非）多言語センターＦＡＣＩＬ

●（一社）子育て園 ぽかぽか
●（特非）二求の塾
●ひょうごアディクションファーラム
　実行委員会

●認定ＮＰＯ法人
　認知症予防ネット神戸
●こうべ子どもにこにこ会
●（特非）ワトワーズ多聞台
●（特非）阪神つばめ学習会
●（特非）兵庫県若者らの
　自立を考える連絡会
●（特非）コウノトリ豊岡・
　いのちのネットワーク

●ＮＰＯ法人
　ゲートキーパー支援センター
●高齢者福祉を考える住民の会
　はこべら
●宝塚視力障害者協会
●ＮＰＯ法人子どものこころと
　発達支援会あんだんて
●（特非）つどい場さくらちゃん
●（特非）里地里山問題研究所
●歯科医療サポートセンター

第1 回

第2 回

第3 回

第4 回

（2017年度）

（2018年度）

（2019年度）

（2020年度）

コロナ禍で
影響を受けた人の支援事業

●特定非営利活動法人
　CODE海外災害援助市民センター
●へいなんこども食堂
●特定非営利活動法人ケアット
●特定非営利活動法人いねいぶる
●ミャンマー関西
●認定NPO法人
　女性と子どもの支援センター
　ウィメンズネット・こうべ

第5 回
（2021年度）

●NPO法人Birth 神戸
●NPO法人あんずぽこ
●みんなのお茶の間 ゆるり家
●特定非営利活動法人きょうどうのわ
●特定非営利活動法人ガジュマルの船
●特定非営利活動法人ぷろじぇくとplus
●NPO法人あんだんてKOBE
●ひょうご多胎ネット
●BONBONCANDY にじいろじかん
●富士見が丘コミレス
●特定非営利活動法人
　サポートステーション灘・つどいの家

地域の課題解決事業

団体名 団体名

検  索ともしび財団https://www.tomoshibi-found.or.jp/ホームページ

お問い合わせ・お申し込み先

【電話】078-412-3930　【FAX】078-412-3871
【E-mail】 tomosibi@kobe.coop.or.jp
【開館時間】月～金 10：00～17：00（祝日を除く）

（公財）コープともしびボランティア振興財団
〒658-0081 兵庫県神戸市東灘区田中町5丁目3-20 生活文化センター西館2階

1,000
万円

最
大

助成総額

助成団体
募集

第6回
 「やさしさにありがとう　　
  ひょうごプロジェクト」は、

社会的課題を
解決しようとしている

意欲あふれる市民団体を、
賛同企業・コープこうべと
ともに応援していく
助成制度です。

くらしや地域を変える

プランを待
っています！

くらしや地域を変える

プランを待
っています！

助成対象団体 兵庫県内で公益的な活動を行うＮＰＯ法人、もしくはＮＰＯ法人に
準ずる団体（ボランティアグループ、一般社団法人、その他）

2月1日 火 月～5月23日募集期間

2022年
17:00締切
（郵送必着）

助成の対象が広が
りました！

１団体／ 50万円上
限

助成金額

地域の課題
解決事業

誰もが安心して地域の中でくらせるように
幅広く取り組む活動を助成

食材費も助成対象今年度は新たに

１団体／ 100万円上
限

助成金額

ポストコロナを見据え、新たな挑戦を通じて
共生社会の実現を目指す活動を助成

新たな挑戦を通じて
共生社会の実現を
目指す事業

家賃・地代も助成対象今年度は新たに



少子高齢化、核家族や単身世帯の増加などで
地域の困りごとがこれまで以上に
顕著になりコロナ禍でさらに拍車がかかりました。
コロナ禍の中、人と人とが助け合い、支え合い、
誰もが安心して地域の中でくらせるように
幅広く取り組む活動を支援します。

地域の課題解決事業

（1）　兵庫県内で公益的な活動を行うNPO法人
もしくはNPO法人に準ずる団体
［ボランティアグループ、一般社団法人、その他］

（2）　2022年4月1日現在、団体設立から
1年以上経過していること

（3）　定款、会則または規約などを整備し、
事業活動を報告していること

（4）　政治・宗教・宣伝・売名行為等の目的の事業を行なう
団体、および反社会的勢力の支配下
またはその関係にある団体はのぞきます

（5）　一次選考（書類）を通過した場合、
7月7日（木）のプレゼンテーションに参加できること

（6）　活動記録や領収書（原本）などを保管し、
活動報告書・会計報告書を2023年4月11日（火）までに
提出できること

助成対象団体の要件（共通抜粋）
すべての要件はホームページをご確認ください

● このプロジェクトを実施するために真に必要な
専用経費▲

備品、事務消耗品費、食材費、会場費、運搬費、人件費、
　旅費交通費、印刷費、謝金など

● 人件費については助成対象経費の1/3以内とします
〈対象外経費〉
● 団体の経常的な経費（家賃、地代、水道光熱費等）
● スタッフ・ボランティアの飲食費・食材費
● 事業の委託費、他の助成金・補助金と使途が
重複している経費

● 行政等の公的財源が見込まれるもの
● 積算根拠が不透明なもの

助成対象経費

2022年2月1日（火）～2022年5月23日（月） 17:00締切（郵送必着）
※地域の課題解決事業・新たな挑戦を通じて共生社会の実現
　を目指す事業、両方の申請はできません。
※本プロジェクトの助成を受けた団体は助成年度の翌年度、
　翌々年度の申請はできません。

募集期間

2022年4月1日～2023年3月31日までの経費に対して助成します。

助成対象期間

１団体／ 50万円上
限

助成金額

1. 市民ならではの発想が活かされ、公益性、必要性の
高い事業であること　　　

2. ニーズを的確に把握し、具体的で実施可能な
計画になっていること

3. 他機関・他団体のモデルとなり得る波及性の高い
事業であること

4. 助成期間終了後も継続・発展性の見込みがある
事業であること

5. 助成金の使途が妥当であること
6. 当該事業における本助成金を必要とする度合いが
高いものを優先します

選考基準

以下の書類をご提出ください。

申請書類

※上記内容に変更が生じる場合があります
詳しくは「募集要項」「申請書」をホームページよりダウンロードしてご確認ください。

賛同企業・団体
当プロジェクトは思いを同じくする企業・団体の皆様から
寄付によるご支援をいただいています。（五十音順）

（2022年1月31日現在）
アサヒ飲料 伊藤ハム 江崎グリコ かがやくコスメ カゴメ 加藤産業 カネテツデリカフーズ キユーピー キング醸造 貞光食糧工業

東洋ナッツ食品東洋水産伸栄商事 フジッコ マグナス 増田製粉所 丸富製紙 UCC上島珈琲 六甲バター 生活協同組合コープこうべナリス化粧品中日本フード

ポストコロナを見据え、新たな挑戦を通じて
年齢・性別・国籍・障がいの有無等にかかわりなく
全ての人が安全に安心してくらせる
共生社会の実現を目指す活動を支援します。

新たな挑戦を通じて
共生社会の実現を目指す事業

● このプロジェクトを実施するために真に必要な
専用経費▲
備品、事務消耗品費、食材費、会場費、運搬費、人件費、

　旅費交通費、印刷費、謝金、家賃、地代など

〈対象外経費〉
● 水道光熱費
● 申請団体スタッフの飲食費・食材費
● 事業の委託費、他の助成金・補助金と使途が
重複している経費

● 行政等の公的財源が見込まれるもの
● 積算根拠が不透明なもの

助成対象経費

１団体／ 100万円上
限

助成金額

1. ニーズを的確に把握し、具体的で実施可能な
計画になっていること

2. 先駆性が高く、また社会的な課題解決に向けて
波及性が高い事業であること

3. 多様な関係者と連携し、体系的に課題解決に向けて
取り組めること

4. 助成期間終了後も継続・発展性の見込みがある
事業であること

5. 助成金の使途が妥当であること
6. 当該事業における本助成金を必要とする度合いが
高いものを優先します

選考基準

必
須
書
類

（1）　助成申請書・誓約書（所定の様式のもの）
（2）　定款や会則、規約など
（3）　事業報告書

（2021年度もしくは2020年度の活動履歴がわかる資料）
（4）　決算書

（2021年度もしくは2020年度の収支がわかる資料）
（7）　団体名義の助成金振込先口座の通帳コピー
〈採択決定後提出〉

（5）　役員名簿（所属・氏名）
（6）　団体の概要がわかるパンフレット、

ニュースレターなど

申請から助成決定までの流れ

申請受付
2月1日（火）
開始

申請受付
締め切り
5月23日（月）
17時郵送必着

1次選考
書類選考

本選考 助成決定通知

一次選考通過団体によるプレゼンテーション

日時：2022年7月7日（木）13時30分～16時30分
場所：コープこうべ住吉事務所7階大会議室（予定）

7月8日（金）以降担当者に
メールで連絡。

当財団ホームページに掲載

助成金振込み
2022年7月下旬（予定）
助成額が50万円超の場合、

振り込みを50万円と残額の2回に分け、
中間報告を求めます


